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ＪＲ東海労働組合
リニア反対プロジェクト

リニアは、超伝導磁石の強力な磁力で浮上し推進します。超伝導磁石付近の電磁波

は700ガウス（Ｇ）といわれ、宮崎実験線に試乗した小学生の時計の針が止まったと

の報告があります。ＪＲ東海は、電磁波の基準を車内で20Ｇと設定し、山梨実験

線では最大でも13Ｇであり「電磁波については国際基準に照らしても全く問

題ない十分に低いレベル」との見解を明らかにしています。

ＪＲ東海がいう国際基準とは、世界保険機構（ＷＨＯ）の国際非電離放射

防護委員会（ＩＣＮＩＲＰ）が、1987年に電磁波の安全基準として50Ｇの見

解を出しており、これを根拠に「全く問題ない」としていると思われます。

しかし、同時にＷＨＯは「少ない実験を根拠にしたものであり確定ではな

い」と注意を促し、2001年には「３～４ｍＧ以上で小児白血病が２倍に増加

する」との報告を行いました。欧米の疫学調査では、２ｍＧの電磁波を短時間

被爆しただけでも細胞分裂に影響し、発癌の

可能性があると指摘しているのです。

オール電化で話題になっているＩＨクッキ

ング調理器の電磁波はメーカによって違いが

ありますが、前面10ｃｍの位置で100ｍＧを

越えているため、流産や認知症の危険が叫ば

れています。リニアは、その130倍もの電

磁波であり、まさに乗客はＩＨクッキン

グ調理器の上に乗っているのと同じ状態

なのです。事実、リニアに関連して動物実

験に携わった東京慈恵医科大学助手の女性

が、強力な電磁波を浴びて癌になったことが

報告されています。電磁波の危険性はすでに

疫学調査で立証されているのです。

また、世界で唯一リニアを運行している中

国上海では、電磁波被害を訴えて住民が建設

延伸に反対し中止になりました。

電磁波の健康被害は世界の常識！
時計の針が止る磁力が「問題ない」レベルか？


